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はじめに20年前の技術について思い出してみて下さい。

20年前、有人改札であったものが、現在ではSuicaが使わ

れるようになっています。車両の電力消費量は、当時を

100%とすると、現在は71%です。

一方で、世の中の技術としては、パソコン用のCPU周

波数がMHzからGHzになりました。約20年前にサービス

が開始された当時の携帯電話の重さは900gでしたが、現

在は100g程度となっています。また最近、有機ELテレビ

が発売されましたが、約20年前にタン博士という方がそ

の原理となる重要論文を発表しています。そのほか、ゲ

ームで言うと、当時は「ファミリーコンピュータ」、通称

「ファミコン」と言っていましたが、今では「PS3」や

「Wii」というものが出ています。当社にも関係あります

が、最後に紹介するのはリチウムイオン電池です。現在、

モバイル機器などに広く普及しており、弊社の小海線に

導入しているキハE200形においても、このリチウムイオ

ン電池が搭載されています。

さて次に、20年後にはどんなことが起こるのかについ

て、技術の面からデータを紹介します。2025年、香りや

触感が再現できる立体映像通信が実用化され、また、家

庭ロボットが一家に一台普及するのではないかと言われ

ています。ハードディスクの記憶量も現在の約50倍とな

り、そのほか原子や分子を操作し、物質の構造、配列を

制御することで革新的な製造技術が実現されると言われ

ています。2030年には人工光合成が実用化され、材料の

知能化が進み、太陽光の利用システムが実用化されてい

ます。また燃料電池自動車は、全国で1500万台登録され

ると言われています。

過去の技術を見ていただいても、速いスピードで技術

の進歩があったと思われるかもしれませんが、これから

の20年は、さらに速いスピードで進展していくと思いま

す。ここには出ていない、または予測されていない技術

が突然現われ、またそれさえも消えて、それに代わる技

術がこの20年で出てくるのではないかと思います。

はじめに1.
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さて、弊社が創立されて20年が経ちました。我々研究

開発部門では、これからの技術の進展や社会環境の変化

を鑑みて、20年後の鉄道はどうあるべきか、それに向け

て、今からどんな研究に取組んでいくべきか、若手で議

論をしました。研究開発に取組んでいる社員は約160名い　

ます。今日発表する4名は、既に勤続年数が15年を超えて

いますが、若手のリーダーと考えて下さい。

検討の進め方について、図で簡単に説明します。鉄道

の視点から見た未来像が縦軸です。それから、社会環境

の変化から見た鉄道の未来像が横軸です。この2つの切り

口で検討しました。

鉄道の視点から見た未来像というのは、現在の鉄道を

出発点に理想の鉄道を考えるものです。ここでは、車両

や駅といった観点から「鉄道の魅力アップ」、オペレーシ

ョンやメンテナンスといった観点から「鉄道システムの

充実」、そして、いわゆるパブリックという観点から、

「鉄道を取り巻く環境との調和」ということを検討してい

ます。また、社会環境の変化から見た鉄道の未来像につ

いては、社会環境の変化に伴い将来こんな鉄道が求めら

れるのではないかということを検討しました。そのほか

にも変わる要素はたくさんあると思いますが、今回は

「人口構成の変化」、「環境、サステナビリティー」、それ

から「ニーズの多様化」という観点で20年後はどういっ

た鉄道が求められるのかを検討しています。この縦糸と

横糸により、広い範囲を検討できたのではないかと思っ

ています。

各分野での発表に入る前に、皆様に20年後の世界をイ

メージしていただくために、我々の検討で参考にしたい

くつかのデータをご紹介します。

まず人口ですが、皆様もご存知のように人口は減少し

ていきます。さらに、人口構成としても生産年齢人口が

減少して、3人に1人が65歳以上という超高齢化社会が来

ると言われています。右のグラフですが、エリアでの人

口の推移を見てみると、現在を100とした場合、首都圏も

東北・信越も基本的には減っていきますが、東北・信越

においては、その減少が首都圏に比べて顕著であるとい

うことが言えると思います。

20年後の鉄道システムの検討2. 20年後の社会3.
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それから当社の社員構成の変化について見てみます。

左側のグラフは現在の弊社の社員構成ですが、過半数が

45歳以上であり、このまま推移していくと、先ほどのグラ

フでも示したように、生産人口が減少していきますので、

かなり業務のスリム化が必要になってくると思われます。

一方、家庭生活はどう変わっていくのでしょうか。左

側の折れ線グラフは、上にあればあるほど所得格差が大

きいことを示しています。現在は年齢が高いほど格差が

大きいという時代になっていますが、近年の傾向として、

30代未満から若干差がつき始めています。この若年層の

格差がこのまま継続していくのではないか、さらに差が

広がっていくのではないかと言われています。また、右

側のグラフは世帯構成の推移です。グラフから分かるよ

うに、夫婦のみや単独世帯が増え、家族単位から夫婦、

単身単位になっていく傾向があります。

携帯電話の普及率を紹介します。この10年で一番大き

く我々の生活を変えたものかもしれません。さまざまな

オプションをつけながら、携帯電話が今後も情報通信の

軸になっていくことは間違いないと思います。

最後のデータのご紹介です。個人の生活がどう変わっ

ているか、もしくは変わっていくかということですが、

左側のグラフは全体の時間配分を示しています。1次活動、

2次活動、3次活動とありますが、仕事などの2次活動が減

り、一方で趣味などの自由時間が増加する傾向にありま

す。右側のグラフは、そのうちの3次活動の時間の使い方

の推移を示していますが、グラフに見られるように、学

習、研究、趣味、娯楽、スポーツ、ボランティア活動な

どが増えていくと考えられています。
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前段の私の締め括りとして、あるキーワードを提示し

ます。今回、このR＆Dシンポジウムでは、先ほど図で示

した全ての切り口をご紹介することはできません。その

ため、これらをまとめることをしました。その過程の中

で、既存の枠にとらわれず、既存の制約から脱却し、既

存の枠を越えて進化していく鉄道システム、「Open Rail」

という言葉が浮かび上がってきました。今日は、検討の

結果をオペレーション、車両、駅、メンテナンスという4

つの切り口でご紹介させていただきますが、「Open Rail」

というキーワードをイメージしてお聞きいただければと

思います。

まとめ4.


